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固体に対して力学的な刺激を与えて反応を促進
させる手法は、メカノケミカル反応として１９世紀
から知られており、特に無機化合物を対象にした
反応は数多くの研究がある。その中で、通常の
加熱や加圧条件では達成不可能な特徴的な反
応が発見されてきたが、有機化合物を対象とした
研究は限定的なものであった。

分子ドミノ型単結晶─単結晶相転移現象
の発見
結晶中で微小な刺激をきっかけとして次 と々周囲
の分子に構造変化が伝播していく現象を世界で
初めて観測することに成功し，分子ドミノ型増幅機
構で進行することを明らかにした。力学的刺激によ
る結晶の構造変化に対する重要な発見である。

機械的刺激で性質の変化が起
こる新しい化合物を多数発見
エネルギーを蓄積できる可能性のあ
る化合物を見出すために、コンビナト
リアル的な合成研究を試みた。機械
的刺激によって構造が変化する化
合物を新たに32種類見出すことが
できた。また単結晶に対するエックス
線構造解析をベースに、機械的刺
激によるエネルギー蓄積の合理的
分子デザインの手がかりを得た。

新しい有機合成反応の発見：無触媒ホウ
素化反応
有機ホウ素化合物は鈴木カップリングなどに利用
される非常に重要な有機合成素子である。アリー
ルハライドのホウ素化が極めて高速に進行するこ
とを偶然見出した。この生成物は医薬品開発にお
ける合成原料に利用できる。

本研究では、力学的エネルギーを化学エネルギー
に直接変換可能とする新反応、新触媒の開発を
行い、余剰動力エネルギーの化学固定→燃料の
再生が将来的に可能となるような、新たな化学
変換生み出す手がかりを得ることが目的である。
力学的刺激による結晶の構造変化や反応に関
するメカニズムを明らかにする。
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機械的刺激による相転移が広がる様子を世界ではじめてとらえた

機械的刺激によって促進される新反応や機
械的刺激に対する超高感度センシング材料
の開発が可能となる。機械的刺激エネル
ギーの固定化により、エネルギーを蓄積した

材料の開発が達成される。環境付加の小さ
い物質製造プロセスや新しい原理による医
療機器が開発される。


